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研究テーマ　脳形成と可塑性の分子遺伝学的解析

研究概要

　脳は諸々の精神作用、知性、記憶力、感情の中枢である。

また、我々の意識の外においても、おおくの生理活動を

直接的もしくは間接的に支配している。このような脳の

形成と機能はいったいどこまで、そしてどのような遺伝

子に支配されているのだろうか。人の脳は 1000 億を超

える神経細胞から構成されており、その多様性は分子レ

ベルでの研究の大きな障害となっている。私達は、この

ような脳の成り立ちを理解するために、より単純なショ

ウジョウバエの脳をモデルに選定して分子遺伝学的研究

を進めている。ショウジョウバエの脳は、わずか数十万

の神経細胞から構成され、ヒト脳よりはるかに単純であ

るが、学習・記憶・パターン認識等の多くの高次神経活

動が存在する。

　ヒトとショウジョウバエの脳は系統分類的にも、解剖

学的にも大きく異なっているが、実は共通の進化的に保

存された制御遺伝子がその初期発生を支配している。事

実、ヒトの脳形成欠くことができない遺伝子である Otx 

遺伝子をショウジョウバエに導入すると、ショウジョ

ウバエの中でハエの脳形成をみごとに荷なうことができ

る。また、ショウジョウバエの対応する遺伝子（otd 遺

伝子）をマウスに導入してやると、マウスの脳をおおか

た構築することもできるのである。私達の最近の研究結

果は、このような共通性が脳の初期発生のみならず、学

習記憶の中枢のような発達した神経構造の形成過程にも

見い出すことができることを明らかにしている。

　ショウジョウバエもヒトも、ゲノム解析の先端研究材

料としてすべての遺伝子配列が解明されている。この全

ゲノム解析により、ヒトは３万２千個、ショウジョウバ

エは 1万４千の遺伝子をもつことが示された。驚くべき

ことに、ショウジョウバエとヒトは遺伝子レベルでも大

変よく似ていることが明らかにされた。ちなみに、現在

までに解明されているヒトの病因遺伝子（約１４００個）

の７５％が、ショウジョウバエに対応する遺伝子を持つ。

　このような脳形成遺伝子プログラムとゲノムの共通性

を戦略的に応用し、ショウジョウバエを用いてヒト脳疾

患の遺伝子機構を明らかにしようとする研究が爆発的勢

いで進行している。既に、アルツハイマー病やハッチン

トン舞踏病の原因遺伝子がショウジョウバエを用いて解

析されている。このような遺伝子の突然変異をもつショ

ウジョウバエはヒトときわめてよく似た神経変異を起こ

し、簡便な新薬スクリーニングの場としても使用されつ

つある。

　私達の研究室では、ショウジョウバエ脳形成を支配

する遺伝子ネットワークの DNA チップによる網羅的解析

を目指すと共に、ヒト脳疾患の解析に対しても、魅力あ

る戦略モデルを提供することを念頭に研究を推進してい

る。詳しくは、研究室ウェブページをお読み下さい。
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ショウジョウバエ（左）とヒト（右）の脳。


